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第 5 章では，船体構造の大型部分模型試験体を 3 種類作製して疲労き裂伝播試験を行うとともに，第
2 章~第 4 章で検討された等価外応力範囲と有効応力集中係数の考え方を適用した変形pans則を用い
て疲労き裂成長の予測を行い，予測値と実験値が良好な一致を示すことを確認している。
第 6 章は総括で，本研究で得られた主要な成果を要約している。
論文の審査結果の要旨
本論文は，船体構造に代表されるような板材と骨材とからなる構造物が複雑な変動荷重をうけて疲労
損傷を生じる場合の疲労き裂成長を事前に予測する工学的手法の確立を目的とした研究をとりまとめた
もので，得られた主要な成果を要約すると次の通りである。
(1) 疲労き裂成長の過程でき裂の周辺に生じる塑性変形の影響を考慮した疲労き裂伝播モデルを考案し，
このモデルによる計算結果を適用することにより，与えられた負荷パターンが繰り返されるブロック荷
重をうける場合及び与えられた頻度分布で繰り返されるランダム荷重をうける場合について，疲労き裂
の成長に有効に作用する等価外応力範囲の算定式を導いている。
(2) 板材と骨材からなる構造部材の応力集中部に存在するすみ肉溶接部に発生した疲労き裂が応力勾配
をもっ場の中を成長する場合について，疲労き裂の成長に有効に作用する応力集中係数の算定手法を提
示している。
(3) 等価外応力範囲と有効応力集中係数を用いることにより，船体構造部材のすみ肉溶接部を起点とす
る疲労き裂成長の予測を行うとともに，大型部分構造模型試験体を用いた疲労試験結果と比較して，そ
の妥当性を確認している O
以上のように本論文は，構造部材に負荷される応力スペクトラムから構造部材の疲労き裂成長の予測
を可能にしたものであり，船体構造の破壊管理制御設計に寄与するところが大きい。よって本論文は博
士論文として価値あるものと認める。
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